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 本論文では、シェイクスピアの 2 つの物語詩である Venus and Adonis と






ルクリースの赤と白の表象がエリザベス 1 世表象と酷似している点、2 つの物語詩
における情欲に溺れる為政者像とエリザベス朝晩年に恋愛ゲームにうつつをぬか
したエリザベス 1 世との類似点、さらには薔薇戦争との連関を考察すると、シェイ
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1. はじめに 
 本論文では、シェイクスピア(William Shakespeare) の 2 つの物語詩 ―










白のイメジャリー表象を用いていたと仮定すると、VA と RL との間に共通項
があると指摘できる。 
 そもそもこの赤と白のイメジャリーは、チューダー朝イングランド王家の
紋章を表象する色として使われていた。ヘンリー7 世(Henry VII) は薔薇戦
争終結の象徴として、ランカスター家(House of Lancaster) の赤薔薇の紋章
とヨーク家(House of York) の白薔薇の紋章を組み合わせて用いた。ここで
注目したいのは、薔薇戦争と赤と白のイメジャリーの連関である。なぜなら
この赤と白のイメジャリーと戦争の連関は、VA と RL の言葉の中に散見して
いるからである。チューダー朝王家を表象する「戦争と赤と白のイメジャリ
ー」が、VA と RL で描かれていることにより、シェイクスピアは少なからず
チューダー朝王家を意識して、2 つの物語詩を執筆したと推測できる。こう
したシェイクスピアと政治に関する研究は、メアリー・アン・マクグレイル
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になって、エリザベス朝当時の政治的・宗教的側面から VA や RL が考察さ
れていることは注目すべきことである。リチャード・ウィルソン(Richard 
Wilson) は、シェイクスピアがイエズス会士で詩人のロバート・サウスウェル
(Robert Southwell) と接点があったことを指摘し、2 人の交流関係からシェ
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2. イングランド王室と「赤と白」 
 イングランドにおいて、赤と白の表象するものとして想起されるのは薔薇
戦争である。薔薇戦争は 1455 年から 1487 年の間に 3 回に渡って、ランカス
ター家とヨーク家の間で繰り広げられた争いである 5。1 回目は 1455 年から
1464 年の間、セント・オールバンズ(St Albans) からタウトン(Towton) の
戦いを指す。この戦いの結果、ヨーク朝エドワード 4 世(Edward IV) 政権が
誕生した。2 回目は、1469 年から 1471 年まで、ヨーク派ネヴィル家ウォリ
ック伯(Earl of Warwick) のランカスター派への寝返りが発端となって争
いが起こった。最終的には、エドワード 4 世が政権奪還した。3 回目は 1483
年から 1487 年の間で起こった。グロスター公リチャード(Richard) が王位
簒奪の後にリチャード 3 世(Richard III) になったが、ボズワーズの戦いにお
いてリチャード 3 世に対する反乱軍が勝利を治め、リッチモンド伯(Earl of 
Richmond) がチューダー朝を設立してヘンリー7 世となった。 
 薔薇戦争が終結すると封建貴族の勢力は衰え、ヘンリー7 世を中心とした





記章とした 6。チューダー朝はヘンリー7 世が王位に就いた 1485 年に始まり、
エリザベス 1 世が治世していた 1603 年まで続いた。赤薔薇と白薔薇の紋章








ド・ホール (Edward Hall) やラファエル・ホリンシェッド (Raphael 
Holinshed) らの年代記を通じて、薔薇戦争に関する情報を得ていた。また、
赤薔薇と白薔薇の争いの観念は、ボリドー・ヴァージル(Polydore Virgil) の
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『イギリス史』(Anglicae Historiae Libri XXVI ) やエドワード・ホールの
『ランカスター・ヨークの 2 貴族家の統合』(The Union of the Two 
Illustrious Families of Lancaster and York ) の中にも見られた 8。シェイク
スピアは薔薇戦争をテーマにして、歴史劇『リチャード 2 世』(Richard II )、
『リチャード 3 世』(Richard III )、『ヘンリー6 世』(Henry VI ) 3 部作を執
筆している。すなわち、シェイクスピアは少なからず薔薇戦争に興味をもっ
ていたのではなかろうか。こうしたシェイクスピアの薔薇戦争に対する興味



















よって 2 つの物語詩の赤と白のイメジャリーについて考察を進める。 
 VA では、“To note the fighting conflict of her hue,/ How white and red 
each other did destroy!” (VA, 345-46) の一例に見られるように、赤と白の色
はヴィーナスを表象するために用いられている。一方でこの赤と白による表
象は、“More white and red than doves or roses are” (VA, 10) や “Adonis 
frets ‘Twixt crimson shame and anger shy-pale” (VA, 76) とあるように、
吉村 征洋 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
─  ─ 72
アドニスを表象する場合にも用いられている。ただしヴィーナスとアドニス
には、同じ red と white の色を使った表象がなされているが、それぞれ意味
合いが異なっている。例えば、“She red and hot as coals of glowing fire,/ He 





いる一方で、アドニスは frosty in desire、すなわちヴィーナスの情熱に対し
て冷めている状態である。つまりヴィーナスとアドニスは同じ red で表象さ
れているが、その意味合いは全く対照的であるといえる。 
 ヴィーナスを表象する red は、他にも“Touch but my lips with those fair 
lips of thine－/ Though mine be not so fair, yet are they red－” (VA, 
115-16) や “my wax-red lips” (VA, 516) と描写されており、いずれもアド
ニスとのキスを連想させ、情欲にあふれた女王像を想起させる。一方で、ア
ドニスを表象する red は、他の箇所でも red が shame と連関して表象され
ている。例えば、“Still is he sullen, still he lours and frets,/ ’Twixt crimson 
shame and anger ashy pale.” (VA, 75-76) という詩行では、crimson(red)が
shame や anger ということばと共に表象されている。すなわちアドニスを
表象する赤が、恥じらいやヴィーナスに対する怒りの感情と連関している。
また別の詩行にも、“He burns with bashful shame: she with her tears / 
Doth quench the maiden burning of his cheek;” (VA, 49-50) とあり、アドニ
スの赤（burns）が shame と連関していることがわかる。 








the fighting conflict of her hue,/ How white and red each other did 
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destroy!” (VA, 345-46) に見られる。fighting, conflict, destroy という戦争を
想起させることばと white and red が連関している。さらに、 
 
  Full gently now she takes him by the hand, 
  A lily prisoned in a gaol of snow, 
  Or ivory in an alabaster band: 
  So white a friend engirts so white a foe. 
   This beauteous combat, willful and unwilling, 
   Showed like two silver doves that sit a-billing.  (VA, 361-66) 
 
という詩行においては、lily, snow, alabaster, white, silver という白を表す
ことばと、prisoned, friend, engirt, foe, combat といった戦争用語によるイ
メジャリーが形成されている。 
 こうした赤と白と戦争のイメジャリーの連関は、RL においても見られる。
“This silent war of lilies and of roses / Which TARQUIN viewed in her 







  When Collatine unwisely did not let  
  To praise the clear unmatched red and white 
  Which triumph'd in that sky of his delight,  (RL, 10-12) 
 




  This heraldry in Lucrece’ face was seen, 
  Argued by beauty’s red, and virtue’s white. 
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  Of either’s colour was the other queen, 
  Proving from world’s minority their right. 
  Yet their ambition makes them still to fight, 
   The sov’reignty of either being so great 
   That oft they interchange each other’s seat. 
 
  This silent war of lilies and of roses 
  Which Tarquin viewed in her fair face’s field 
  In their pure ranks his traitor eye encloses; 
  Where, lest between them both it should be killed, 
  The coward captive vanquished doth yield 
   To those two armies that would let him go 
   Rather than triumph in so false a foe.  (RL, 64-77) 
 
この場面は RL の中で、赤と白と戦争のイメジャリーが最も集約した場面と
いえる。“field”(72), “ranks”(73), “vanquished”, “yield”(75), “armies”(76), 
“triumph”(77) といった戦争をイメージさせる語彙のイメジャリーに加えて、
ルクリースを表象する red, white と lilies and roses という赤と白による表
象が見られる。この「赤と白の戦い」と “queen”(66) や “sov’reignty”(68) の
ような為政者を表す語句との関係、さらには戦争のイメジャリーを考量する
と、VA の場合と同様に RL においても薔薇戦争が想起される。 
 タークゥインがルクリースを初めて見る場面では、 
 
  When virtue bragged, beauty would blush for shame; 
   When beauty boasted blushes, in despite 
   Virtue would stain that o’er with silver white.  (RL, 54-56) 
 
と描写されており、ルクリースの容姿が blush や white で表象されている。
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確かにタークゥインがルクリースを凌辱するために、ルクリースの寝室に忍
び込み、眠っているルクリースのことを表象する語句にも“Her lily hand her 
rosy cheek lies under / Coz’ning the pillow of a lawful kiss;” (RL, 386-87) 
とあるように “lily, rosy”という「赤と白」のコントラストが鮮明に描かれて




通性が見られる。一方で、タークゥインを表象する赤は、“But his hot heart, 
which fond desire doth scorch,/ Puffs forth another wind that fires the 
torch;” (RL, 314-15) とあるように、ヴィーナスの赤と同様、「情欲」や「性
的興奮」と連関していることがわかる。 
 赤と白のイメジャリーと戦争用語のイメジャリーとの連関は、この 2 つの
物語詩だけに見られるというわけではなく、他のシェイクスピア作品におい
ても散見する。例えば、薔薇戦争を題材に扱った『ヘンリー 6 世』3 部作で
は、“The red rose and the white are on his face,/ The fatal colors of our 
striving houses’;” (Henry VI, Part III, 2.5.97-98) とあり、red and white
が fatal や striving といった戦争用語と一緒に使われている。また、『エドワ
ード 3 世』（King Edward III ）でも、 
 
  Lo, when she blushed, even then did he look pale, 
  As if her cheeks by some enchanted power 
  Attracted had the cherry blood from his: 
  Anon, with reverent fear when she grew pale, 
  His cheeks put on their scarlet ornaments; 
  But no more like her oriental red, 
  Than Brick to Coral or live things to dead. 
  Why did he then thus counterfeit her looks? 
  If she did blush, twas tender modest shame, 
  Being in the sacred presence of a King; 
  If he did blush, twas red immodest shame, 
  To veil his eyes amiss, being a king; 
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  If she looked pale, twas silly woman's fear, 
  To bear her self in presence of a king; 
  If he looked pale, it was with guilty fear, 
  To dote amiss, being a mighty king. 
  Then, Scottish wars, farewell; I fear twill prove 
  A lingering English siege of peevish love. (King Edward III, 2.1.6-23) 
 
blush, red と pale という赤と白のイメジャリーに加えて、war, mighty, siege
といった戦争用語、さらには king という為政者を含んだイメジャリーが形
成されている。『ヘンリー6 世』や『エドワード 3 世』はいずれも歴史劇であ
り、赤と白の表象や戦争のイメジャリーが多用されるのは、ごく自然のこと










リースを表象する red と shame の連関、ヴィーナスとタークゥインを表象
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由について検証する。 
 ヴィーナスとタークゥインは、red と hot desire で表象されて、つまりは
「情欲・欲情」として表象されている。ピーター・ハイランドは、貴族的権
力や価値観への懐疑主義が 2 つの物語詩の根底にうかがえると主張している。



















とから、言うまでもなく tyrant と見なすことができる。 
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に属する人々は、タキトゥス (Cornelius Tacitus) とリプシゥス(Justus 
Lipsius) から tyranny とは何かを学び、恋愛ゲームにうつつをぬかすエリザ
ベスはまさに tyrant に該当すると考えていた。2 つの物語詩では、薔薇戦争
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を想起させるかのように赤と白と戦争のイメジャリーが頻出し、為政者ヴィ
ーナスとタークゥイン表象に赤と白のイメジャリーが使われている。さらに


















赤と hot desire の連関が表象され、被害者であるアドニスとルクリースは、
赤と shame の連関が表象されている。またアドニスとルクリースにおいて
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Notes 
 
* シェイクスピアの2つの物語詩からの引用は、すべてKatherine Duncan-Jones and 
H. R. Woundhuysen eds. Shakespeare’s Poems. London: Thomson Learning, 2007. 
に依る。なお本論文中の引用箇所の斜体は、筆者によるものである。それ以外のシェ
イクスピア作品は、The Riverside Shakespeare Second Edition. Ed. G. Blakemore 
Evans. Boston: Houghton Mifflin Company, 1997. に依る。 
  




1 Mary Ann McGrail, Tyranny in Shakespeare (Lexington Books, 2001) 3. 
2 Peter Hyland, An Introduction To Shakespeare’s Poems (Palgrave Macmillan, 
2003) 4. 
3 Richard Wilson,“A Bloody Question: The Politics of Venus and Adonis”Religion 
and the Arts Vol. 5 (2001) 297-298 参照。 









8 ウォーリン, 8. 
9 Hyland, 95 参照。 
10 Nancy Vickers, 179. 
11 Delahoyde,54-55 参照。 
12 Hyland, 6 参照。 
13 VA では、次のように記述されている。 
 She bows her head the new-sprung flower to smell, 
 Comparing it to her Adonis’ breath, 
 And says within her bosom it shall dwell, 
 Since he himself is reft from her by death. 
  She crops the stalk, and in the breach appears 
  Green-dropping sap, which compares to tears.  (VA, 1171-76) 
14 Mortimer, 336 参照。 
15 キャサリン・ダンカン・ジョーンズは、VA において驚くべきこととして、ヴィーナ
スの肉体的なアプローチに対して、アドニスが頑なに拒否することだとしている
(Shakespeare’s Poems, 57 参照)。 
16 Guy, 277 参照。 
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  This article shows that Shakespeare intentionally wrote common imageries 
of war, the colors of red and white in his two narrative poems, Venus and Adonis 
and The Rape of Lucrece. Shakespeare uses the imagery of red and white for 
representation of Venus and Lucrece as well as Adonis and Tarquin in two 
narrative poems. Shakespeare uses the red with hot desire for representation of 
Venus and Tarquin, and they are depicted as lustful rulers. In addition, the 
imagery of red and white in Elizabethan England reminds us of the Tudor 
dynasty because red and white roses were used in a coat of arms of the Tudor 
dynasty as representation of the Wars of the Roses. Shakespeare might 
intentionally create such imagery in his poems to relate to the Tudor dynasty. 
Elizabeth I was the last queen of the Tudor dynasty. 
  In conclusion, we could regard Venus and Tarquin as Queen Elizabeth. 
When we consider the similarity of Adonis and Lucrece from the Elizabethan 
political context, we can regard them as subjects that rejected the dissolute 
tyrants. Thus, I can show that Shakespeare might comprehend anti-Elizabeth 
ideas in two of his poems. 
